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・外国為替市場における需要と供給の関係を確認して、為替相場の動向が経済に与える影響を考える。

・歴史的な経過を確認し、先進国と途上国の対立や、二国間交渉への傾倒などについて考える。

・多角主義の原則から二国間協定への流れ、さらにメガFTAの挑戦といった過程を確認する。

・中国とインドについて、その現状と課題を理解する。
・金融危機などの影響もグローバル化し、富の偏在も世界規模に拡大したことを確認する。

・資源ナショナリズムや新国際経済秩序樹立に関する宣言、途上国間の経済格差について考える。
・途上国間の経済格差について理解する。
・化石燃料が大量消費される背景や地球温暖化問題をめぐる現状と課題について理解する。

・援助と開発の過程について確認する。
・グローバル化に伴う人々の生活や社会の変容、地球環境と資源・エネルギー問題、国際経済
格差の是正と国際協力、イノベーションと成長市場、人種・民族問題や地域紛争の解決に向け
た国際社会の取組、持続可能な国際社会づくりなどについて、取り上げた課題の解決に向けて
政治と経済とを関連させて多面的・多角的に考察、構想し、よりよい社会の在り方についての
自分の考えを説明、論述する。

・日本経済のあり方とこれからの中小企業の姿を考える。

・農業の自由化を背景として改革が進められている農政について考える。
・消費者行政の内容を知り、契約の権利と責任の関係を考える。
・経済成長と公害問題との関係、私たち消費者の行動について考える。
・労働法の整備状況や、職場の人権保障、日本的雇用形態の変化、ワーク・ライフ・バランスについて考える。

・諸外国の制度との比較、少子高齢化や日本の財政の現状も踏まえながら、今後の課題を理解する。

・少子高齢社会における社会保障の充実・安定化、地域社会の自立と政府、多様
な働き方・生き方を可能にする社会、産業構造の変化と起業、歳入・歳出両面で
の財政健全化、食料の安定供給の確保と持続可能な農業構造の実現、防災と安
全・安心な社会の実現などについて、取り上げた課題の解決に向けて政治と経済
とを関連させて多面的・多角的に考察、構想し、よりよい社会の在り方について
の自分の考えを説明、論述する。

・国内政治や国内法との比較、国際法と国際政治に与えた影響について考える。
・主要機関や専門機関の働き、国際連合の課題について考える。

・大国の動向や、国家対国家の枠組みに収まらない対立構造について考える。
・冷戦による対立構造と安全保障のジレンマを確認する。

・アジア諸地域の信頼回復の経緯を確認し、人間の安全保障の観点について考える。

・比較生産費説を検討して考え、貿易収支の数値から一国の貿易の動向を確認する。

・活動の様子の観察
・学習活動における発問
・予習や復習、課題への取組状況
・課題レポート
・ノート提出

評 価 の 観 点

＜　地理歴史・公民　＞科　学習シラバス

 科　目 政治・経済 学年・類型
３年生

紙のまちづくり 単位数 ２単位 教科書 最新政治・経済（実教出版）

学習の到達目標

学期 月

評価の
観　点

評
価
の
方
法

Ｃ　主体的に学習に取り組む態度Ｂ　思考・判断・表現Ａ　知識・技能

評
価
の
内
容

　社会の在り方に関わる現実社会の諸課題の解
決に向けて探究するための手掛かりとなる概念
や理論などについて理解するとともに、諸資料
から、社会の在り方に関わる情報を適切かつ効
果的に調べまとめる技能を身につけている。

・定期考査
・課題レポート
・提出課題
・小テスト

学　習　の　指　導　内　容　単元名・小単元名

社会の在り方についての見方・考え方を働かせ、現代の諸課題を追究したり解決に向けて構想したりする活動を通して、広
い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民とし
ての資質・能力を養う。

第２編　現代日本の経済
第１章　現代の経済社会

第２章　現代の日本経済と福祉の向上

第１部　現代日本の政治・経済

第１編　現代日本の政治
第１章　現代国家と民主政治
第２章　日本国憲法と基本的人権

　国家及び社会の形成者として必要な選択・判断の基準となる考え

方や政治・経済に関する概念や理論などを活用して、現実社会に見

られる複雑な課題を把握し、説明するとともに、身につけた判断基
準を根拠に構想する力や、構想したことの妥当性や効果、実現可能

性などを指標にして議論し公正に判断して、合意形成や社会参画に
向かう力を養っている。

　よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的に解決し

ようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解

を通して涵養される、国民主権を担う公民として、自国を愛し、そ
の平和と繁栄を図ることや、我が国及び国際社会において国家及び

社会の形成に、より積極的な役割を果たそうとする自覚などを深め
ている。

・定期考査
・学習活動における発問
・課題レポート
・提出課題
・小テスト

・政治、国家、法のあり方について考える。

・基本的人権の歴史的発展や法の支配について理解する。
・民主政治のしくみと課題を理解したうえで、権力分立と立憲主義の重要性を理解する。

・各政治制度の特徴を理解する。

・日本の政党政治の特徴と課題について理解する。

・日本の選挙制度の特徴と課題について理解する。

学習のポイント
教科書を熟読したり、ノートやプリント等を確実にまとめたりする。自宅で、予習と復習を行い、学習内容の理解に努める。

自分の意見や考えを具体的に表現し、積極的に発言する。返却されたテストやレポート、自己評価等の見直しを行う。

ニュース・新聞などから情報を得て、社会事象全般に対する興味・関心を高めておく。

第３編　国際経済における諸課題の探究

２
　
学
　
期

８
・
９

10

第２部　現代の国際政治・経済

第１編　現代の国際政治
第１章　国際政治の動向と課題
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第２編　現代の国際経済
第１章　国際経済理論

第３章　日本の政治制度と政治参加

第２章　国際経済の動向と課題

第３編　現代日本における諸課題の探究

・マス･メディアや市民運動の意義について理解する。
・経済的な効率性と公平性の対立関係や経済的な課題への対応について考える。
・経済主体を理解し、市場メカニズムや効率性と公平性の調整の仕方について考える。
・企業の役割と社会的責任について考える。
・三面等価の原則や、経済成長と私たちの豊かな生活について考える。
・金融を通した経済活動の活性化について考え、中央銀行の役割について理解する。
・財政の持つ様々な役割や納税者としての立場から租税のあり方について考える。
・日本の財政の現状を理解し、これからの財政のあり方を考える。

・歴史的な事象が日本経済に与えた影響を、統計資料を基に考える。 

・日本国憲法の成立過程を踏まえつつ、明治憲法との違いを理解する。
・日本国憲法の基本原理を理解したうえで、憲法の改正手続きについて考える。

・自由権、社会権、新しい人権、公共の福祉について理解する。
・日本の安全保障政策の展開と課題について理解する。
・国会の役割や権限について理解する。
・内閣の権限と議院内閣制について理解する。

・司法制度のあり方や司法参加の意義について理解する。
・地方自治の本旨や住民の権利、地方のかかえる課題について理解する。


